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人口 39，625人 (+17) 

男 18，934人(十12)

女 20，691入(十 5) 

世帯数 12，310世帯 (十3)

面積 240.93平方キロメ 卜ル
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大
洲
の
伝
統
産
業

⑧
鉄
砲
鍛
治
(
て
っ
ぽ
う
か
じ
)

工場で鉄砲の修理にあたる藤田さん

城
下
町
大
洲
に
は
、
幕
末
ま
で
万
剣

や
鉄
砲
な
ど
の
武
具
を
作
る
職
人
も
か

な
り
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
鉄
砲
町

は
そ
の
な
ご
り
で
す
。

江
戸
末
期
、
泉
州
堺
の
名
工
井
上
関

右
衛
門
に
師
事
し
た
藤
田
伊
三
郎
は
、

六
石
二
人
扶
持
を
受
け
た
鉄
砲
鍛
治
で
、

柚
木
に
工
場
を
持
ち
、
四
十
人
あ
ま
り

の
工
人
で
製
作
し
て
い
た
と
記
録
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
子
孫
の
藤
田
訓
夫
さ
ん
は
、
今

で
も
そ
の
技
術
を
受
け
継
ぎ
、
鉄
砲
の

製
造
、
修
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
o

-
丁
の
鉄
砲
を
仕
上
げ
る
の
仁
三
十
日

弱
を
要
し
ま
す
が
、
ム
つ
は
、
注
文
も
少

な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

何
も
な
い
も
の
か
ら
、
一
つ
の
完
成

品
を
創
り
出
す
喜
び
は
、
何
物
に
も
か

え
が
た
い
そ
う
で
す
。
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(2) 

9
月
旬
日
は
敬
老
の
日

おおず

人
間
は
、
肉
体
の
老
化
が
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
精
神
の
老
化

も
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
高

齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
日
、
お
年
寄
り
の
心
の
健
康
の
問
題

は
、
わ
た
し
た
ち
が
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
課
題

で
す
。九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
L

、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は
「
老
人

福
祉
週
間
し
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
老
人
の
精
神
障
害
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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態
度
で
接
し
た
ら
い
い
の
か
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

怒
り
ゃ
ぐ
ち
の
原
因

ボ
ケ
症
状
(
老
年
痴
呆
)
や
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
に
か
か
っ
て
い
る
お
年

寄
り
に
対
し
、
周
囲
の
人
は
ど
の
様
な

わ
年
寄
り
は
よ
く
「
怒
り
っ
ぽ
い
L

と
か
「
ぐ
ち
っ
ぽ
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
な
に
も
意
識
的
に
そ
う
し
て

大洲市民憲章

体の健康も十分に気を配りましょう。
老人福祉センターでのヨガ体操

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
な

ら
我
慢
で
き
た
こ
と
が
、
い
わ
ば
理
性

の
ブ
レ
ー
キ
が
緩
ん
で
、
抑
え
が
き
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
怒
っ
た
り
、
ぐ
ち
っ
た
り

す
る
背
景
に
は
、
必
ず
介
護
人
の
側
に
、

そ
の
原
困
と
な
る
態
度
が
あ
り
ま
す
。

相
手
の
身
に
な
っ
て
接
す
る

心
の
病
い
に
か
か
っ
て
い
る
わ
生
寄

り
と
接
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
愛
情
が

大
切
。
お
/
雲
可
り
自
身
の
身
に
な
っ
て

希
望
を
か
な
も
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
第
一

で
す
。
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
次
W
よ
う
な

気
く
ば
り
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
o

H

聞
き
上
手
H

に
な
っ
て
、
お
年
寄
り

の
ぺ

I
ス
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
思
い
出
話
が

生
き
が
い
で
す
。
幸
せ
だ
っ
た
過
去
を

振
り
返
っ
て
、
幸
福
な
心
境
に
浸
り
た

い
と
い
う
表
れ
な
の
で
す
。

「
も
う
聞
き
あ
き
た
」
な
ど
と
い
わ

ず
に
忍
耐
強
く
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
共
感
を
示
し
て
、

相
手
の
ベ

l
ス
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

な
に
ご
と
も
、
ま
ず
受
け
入
れ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う

ボ
ケ
症
状
の
お
生
寄
り
を
理
屈
で
説

得
し
よ
う
と
し
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。

ま
し
て
や
、
間
違
い
を
指
摘
し
た
り
、

反
論
す
る
の
は
禁
物
。
お
ま
す
の
一
言

う
こ
と
、
す
る
こ
と
を
、
ま
ず
受
け
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
万
一
怒
り
出
し
た
と
き
に

は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
心
を
穏
や
か

に
保
っ
て
、
静
か
に
応
対
し
ま
し
ょ
う
。

反
論
し
な
い
方
が
、
老
人
の
興
奮
を
静

め
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
努
め
ま
し
ょ
う

お
年
寄
り
は
、
だ
れ
で
も
孤
独
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、
い

ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
、
温
か
い
、

血
の
通
っ
た
ス
キ
ン
シ
ゾ
プ
で
、
す
ぐ

自
分
は
独
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
こ
と
を
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

肩
を
も
ん
だ
り
、
話
を
聞
く
と
き
に

も
、
お
年
寄
り
の
子
を
軽
く
握
り
な
が

ら
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

体
の
不
調
を
訴
え
た
と
き
は
、
よ
く
耳

を
傾
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

年
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
い
ろ
い

ろ
な
不
定
愁
訴
(
こ
れ
と
い
っ
た
原
因

も
な
い
の
に
体
の
不
調
を
訴
え
た
り
す

る
こ
と
)
が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
に
、
軽
く
あ
し
ら
っ
た
り
、
み
え

す
い
た
気
休
め
を
い
う
の
は
い
け
ま
せ

ん。
訴
え
を
十
分
に
聞
き
、
本
人
が
希
望

す
る
な
ら
、
病
院
に
も
連
れ
て
い
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
お
医
者
さ

ん
に
診
て
も
ら
う
場
合
は
、
事
前
に
お

医
者
さ
ん
に
症
状
を
知
ら
せ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
「
気
の
せ
い
マ
す
よ
L

と
か
「
病
院
に
く
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も

な
い
L

な
ど
と
い
わ
れ
て
は
、
元
も
子

も
あ
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
ス
ノ
o

お
年
寄
り
に

敬
老
年
金
、

パ
ス
タ
オ
ル
を

お
渡
し
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め

に
尽
さ
れ
た
お
年
寄
り
に
感
謝
し
、

生
活
に
う
る
お
い
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
に
「
大
洲
市
敬
老
年
金
(
五
千

円
)
」
と
健
康
増
進
の
た
め
の
品
物
と

し
て
「
パ
ス
タ
オ
ル
」
を
お
渡
し
し

ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
老
人
福
祉
週
間
中
に
ム
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
最
寄
η
の
場
所

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
齢
九
月
十
五
日
現
在
、
大
洲
市

に
引
き
続
き
二
一
か
月
以
上
住
ん
で

い
る
人
で
|
|

-
敬
老
年
金
は
八
十
歳
以
上
の
人

-
パ
ス
タ
オ
ル
は
七
十
歳
以
上
の
人

お
渡
し
す
る
日
時

9
月
日
日
、
口
日
、
四
日

1
2
日

9
時
1
4
時
半
(
土
曜
日
・
自
ま
で
)

場
所
旧
大
洲
町
福
祉
事
務
所

連

絡

所

各

連

絡

所

用
意
す
る
も
の

-
敬
老
年
金
敬
老
年
金
証
印
鑑

通
知
の
は
が
き

・
パ
ス
タ
オ
ル
印
鑑
、
通
知
の
は

が
き

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
援
護

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6



議賠償要議ii:槻格通 ;筆記
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徳森の内田さん

県下で4番目の長寿

大洲市の長寿番付
. 7.19現在

大
洲
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
、
四
月
一
日
現
在
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
二
千
百
七
十
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
三
千
二
百
二
十
六
人
、
合
計
で
五
千

三
百
九
十
六
人
で
、
市
人
口
の
十
三
・

六
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
最
高
齢
は
、
徳
森
の
内
田
カ

ン
さ
ん
で
、
明
治
十
二
年
生
ま
れ
で
、

今
年
百
四
歳
で
す
。
愛
媛
県
下
の
最
高

齢
者
も
や
は
り
百
四
歳
で
す
が
、
生
年

月
日
の
順
番
で
、
内
田
さ
ん
は
県
下
で

四
番
目
の
長
生
き
の
お
年
寄
り
で
す
。

R
H
 

立
口

内田カン

徳森104歳

の女
げ
れ

μ
立
口の

100歳 阿蔵

菊池満保

男

口100歳田井上ミチル大尾100歳松梅吉石本

中村96歳沖内フジエ関守
口若99歳吉間卯太郎

田菅96歳

ま
た
男
の
回
亙
品
齢
は
阿
蔵
の
菊
池
満
保

さ
ん
で
、
百
歳
で
す
。

大
洲
市
内
で
九
十
歳
以
上
の
長
寿
の

お
年
ム
寄
り
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
二
十

六
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
六
十
八
人
、

計
九
十
四
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
内
、
三
人
の
百
歳
以
上
の
わ
年
寄

り
が
市
内
に
住
ん
で
い
ま
す
。

九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
H

大
洲

市
長
寿
番
付
ο

な
ど
の
と
お
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

森

森
一
宮
一
木

iJ十l

蔵
一
津
一
村
一
津

阿
一
宇
一
中
一
米
一
森
一
中

田

徳

徳
一
若
一
柚
一
大

長
寿
番
付
以
外
で

九
十
歳
以
上
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

九
十
三
歳
石
田
タ
マ
ヨ
(
田
口
)

兼
口
コ
ズ
エ
(
市
木
)

九
十
二
歳

谷
村
ト
ラ
エ
(
田
口
)
石
丸
サ
ワ

(
柚
木
)
矢
野
シ
ゲ
ル
(
菅
田
)

山

キt

口

竹

95歳

J 

1コ

口田

新

大
一
市

歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
議
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
歳
一
議

FU
一「
D

一R
U

一ペ性一
A
t

一パせ一バ吐一
n
d

一司
U

一『
υ
一勺
3

一q
J

一qυ

一n
d

一η
3

Q
d

一Q
U

一Q
U

一Q
U

一Q
d

一Q
V

一Q
d

一Q
u

一q
u

一Q
U

一Q
d

一Qψ

一Qψ

一Qψ

一Qψ

シチ工小結

前

東

川本ウタノ

五阿禰ラク

植木ユキ工

藤枝キヨミ

村上サダ

岸野モトエ

矢野ツヤ

都築ミチヨ

止田J[ Iキクヨ

保積イマ

緒方 園

袖岡スミ

上岡シゲル

奥野ヲキン

菊池ウシヨ

有友ムメカ関脇田菅99歳保積亀太郎

田

上須戒

喜多山

八多喜

大洲

新

田

日

:コ

菅

菅

頭

口

口八

田

木
一
木

木

木

田

94歳

立一時一言峨一崎一一一一主一号一崎一峨

勇

村上欄夫

松岡政雄

村本音五郎

水本徳重郎

守野勇太郎

大野喜代衛

西尾謙一

-.::. 
ー邑

回

野
一
柚
↑
市
↑
平

新山梅夫

高尾房雄

鶴岡高夫

菊地正衛

清水久右衛門

平田朝夫

奥野浅治

東 新太

中
間
カ
メ
ヨ
(
若
宮
)
下
野
ヲ
ヨ
リ

(
田
口
)
二
宮
ス
エ
ヨ
(
柚
木
)

大
野
百
代
(
菅
田
)
久
保
田
ナ
ヲ
ヨ

(
大
洲
)

九
十
一
歳

福
住
ア
イ
(
柳
沢
)
後
藤
シ
ゲ
ヨ

(
恋
木
)
久
保
シ
ゲ
コ
(
大
竹
)

松
下
ミ
カ
ノ
(
大
洲
)
松
下
ム
メ
ヨ

(
松
尾
)
篠
崎
千
里
(
若
宮
)
大

野
美
文
(
市
木
)
西
田
カ
ヲ
リ
(
東

宇
山
)
矢
野
武
代
(
大
竹
)
河
田

翠
賓
(
大
洲
)
岩
村
ッ
、
不
ヨ
(
蔵
川
)

中
田
コ
チ
エ
(
東
宇
山
)
二
宮
ヨ
シ

ノ
(
柚
木
)
梅
田
キ
ミ
エ
(
大
洲
)

増
岡
フ
ク
ヨ
(
藤
縄
)
向
井
マ
サ
ノ

(
柚
木
)

九
十
歳

冨
永
吉
雄
(
菅
田
)
山
越
百
一
(
新

谷
町
)
西
山
寿
太
郎
(
上
須
戒
)

上
田
惣
太
郎
(
上
須
戒
)
松
田
茂
雄

(
田
口
)
中
川
綾
雄
(
大
洲
)

竹
倉
ミ
ド
リ
(
新
谷
)
弘
岡
操
(
中

村
)
堀
山
ナ
ツ
ヨ
(
西
大
洲
)
村

上
ト
ラ
エ
(
菅
田
)
不
老
サ
、
ョ

(
田
口
)
西
山
キ
ヨ
ミ
(
蔵
川
)

兵
頭
夕
、
不
ヲ
(
柚
木
)
清
水
キ
ク
エ

(
市
木
)
一
一
一
瀬
ト
ミ
エ
(
五
郎
)

菊
池
マ
ユ
キ
(
平
地
)
大
川
ミ
ヤ
ノ

(
柳
沢
)
沼
田
ム
ラ
(
黒
木
)
森

田
マ
サ
エ
(
米
津
)
松
田
マ
ツ
ノ

(
田
口
)
白
石
ヲ
イ
ヤ
(
高
山
)

井
上
カ
ヅ
ヨ
(
野
田
)
泉
ハ
ヤ
(
大

洲
)
上
野
イ
シ
ヨ
(
菅
田
)
富
岡

ト
エ
ミ
(
中
村
)
大
隅
初
子
(
田
口
)

村
上
カ
ツ
ヨ
(
野
田
)

木対色
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大洲市の財政
大洲市告示第44号
大洲市財政状況の公表等に関する条例.および地方公営企業法第40条

の 2の規定により昭和57年 4月 1日から昭和58年 3月31日まで(昭和57
年度)の本市財政状況，および業務状況を次のとわり公表します。

昭和58年 7月30日
大洲市長近田宣秋

(義人j 一般会計予算執行状況 (歳出)

執行額 98億5，208万円;222詔長選そrl目立園 iZ723月執行額 95飢 142万円
予算額 97億8，378万円 l億339万円

1{意327万円

執行額仁ゴ

予算額盤霊童

1億2，202万円
1{;意円

1{;意4，517万円

1億4，536万円

2億3，008万円

2f;意3，008万円

24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 

1世帯当り

l消2f魁

1億3，057万円予算額 97億8，378万円
1億3，458万円

H意7，574万円
1億8，239万円

2億 47万円

2億392万円

|衛生費 3億9町円
41% 問 3一万円

l公債費 9億3.616万円

9.8% 隠滋::~:~~~:~~;:審議~~~:~~~~~:審議議::~;~;:~l 9 {，意5，368万円

10億3，681万円

10億5，414万円

10億3，806万円
10億4，326万円

13億7，022万円

13億8，650万円

15億4，810万円

15{意6，983万円

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 

みなさんのために

市の予算は
(一般会計)

1人当り

808，873円

イ吏われています 鹿島義皐長記
242，322円

使われています
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おおずー (5)ーーー広報

昭和57年4月1日
昭和田年 3月31日
自

至
市関税

l人当り 29，166円
l世帯当り 94，680円

固定資産税

16，913円
54，905円

l人当り
1世帯当り

普通建設事業費

36億805万円

37.6% 

たばこ消費税

3，675円
11，930円

1人当り
l世帯当り

電気税

問問柵~~U"""

1人当り 2.813円
1世帯当り 9，133円

人件費

20億3，340万円
21.2% 

軽自動車税

117円
381円

他

1人当り
l世帯当り

のそ

l会i>l末、選 lj，.i:$I，隷匙]

!針世襲撃?F:;11a2寺島j
状況
昭和58年 3月31日現在

手重 日u 面積等 金 額

宅 主也 451，054m' 10倍、 754万円

山 キ本 2，838，952m' 4，280万円

回 生田 99，836m' 124万円

幸佳 手重 土也 12，695m' 466万円

建 物 144，306m' 63億7，728万円

立 木 54，571m' 3イ意5，364万円

員オ 政 言問 整 基 金 6i意、9，116万円

大洲市国民健康保険財政調整基金 3，704万円

土 土也 開 発 基 金 1i意7，871万円

その他特定目的基金 3，535万円

出 資 金 2，609万円

言十 9i意6，835万円

の財産有市698円
2，266円

税百一一一一一一項目 手話 害頁 構成比
市 民 手兇 11億 5，321万円 54.6% 
固定資産税 6{;意6，875万円 31.7% 
たばこ消費税 1D意4，531万円 6.9% 
電 メヌ士Z五E 干~ 1億 1，124万円 5.3% 
軽自動車税 2，760万円 1.3% 
特別土地保有税 259万円 0.1% 
木材引取税 204万円 0.1% 
~ ヨ 計 211:意1，074万円 100.0% 

l人当り
1世帯当り

況状の税市

状況
昭初58年3月31日現在

区分 借入先 イ牛 圭主 毛見 f責: 品

大蔵省 128 44i意2，429万円

自主 郵政 省 47 12億5，123万円

乙ZL三ミ そ の f也 77 18億8，718万円
言十 言十 252 75i意6，270万円

特定言ZZLえ十リ

大蔵省 7 1i意1，212万円

郵政 省 22 3i意9，248万円

づ、 言十 29 5i意 460万円
メ口合、 言十 281 80億6，730万円

一世帯当 り σコ 害責 662，341円

人 当 り σコ 害頁 204，029円

σコ費債公

昭
和
五
十
七
年
度

大
洲
市
の
財
政
状
況

大
洲
市
の
昭
和
五
十
七
年
度
の
財
政

運
営
は
、
円
曲
一
瓦
か
で
活
力
の
あ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
ο

実
現
の
た
め
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
地
方

財
政
の
き
び
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、

健
全
財
政
を
基
本
に
施
策
の
重
点
的
推

進
と
効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
七
十
二
億
一
千
五
百

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
十
六
回
の
補
正

を
行
い
、
最
終
予
算
額
は
九
十
七
億
八

千
三
百
七
十
八
万
円
(
前
年
比
二
・
九

%
増
)
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
執

行
状
況
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
も
そ

れ
ぞ
れ
健
全
な
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



一一一一昭和58年9月1日 広報おおず (6)ー

昭和5?年度大洲市は

こんな事業をしました

A 大洲市を考える百人委員会

大洲市の未来像を市民の英知で創造しようと、

57年 7月にと大洲市を考える百人委員会H がス

ター卜しました。 57年度中に 8回の委員会を開

き、各分里子で討議・検討し、 58年度に新しい大
洲市像について提言を行います。

A 市庁舎建設事業

57年 11月14日に着工した市庁舎建設事業は、 7月末
現在日%の進行をみています。市庁舎は、鉄骨鉄筋コ

ンクリート造、地下 1階地上 5階て¥総面積 6，295平
方tzです。
大洲市の中心施設として、後世に誇りう

る庁舎を建設するよう十分な配慮をしてい

ます。完成予定は59年の 3月です。

4広域農道(大洲南部第E地区)
昭和58年度より整備を進めています広域
営農団地農道整備事業の大洲南部第E地区
(蔵川・西大洲延長17.6キロtz、幅員 6.5

~~ ) は、 57年度 lこ梅}II~札掛、里子佐来、北
:門只の整備を行いました。

写真は、梅川~札掛問。

(特別会計の状況)
白昭和57年4月 1II 至昭和58年3月31口

と畜場 簡易水道 老人保健 国保診療所
11国民健康保険

国 11m 語諮 間
予算現額 185万円 予算現額 3，056万円 予算現額 1億3，021万円 予算現額 2，918万円 予算現額 19億4，783万円

収入済額 165万円 収入済額 2，990万円 収入済額 1億 810万円 収入済額 3，181万円 収入済額 19億2，801万円

支出済額 165万円 支出済額 2，786万円 支出斉額 9，728万円 支出済額 2，785万円 支出済額四億5，409万円

差引 0万円 差引 204万円 ア1 !?082万円J 差引 396万円 差引 7，:192万円



一(7)一一一広報おおず 昭和58年 9月1日一一一一

A 幼児プールがオープン ......柳沢公民館

運動公園に整
5訂7年度には幼児プ一ルがオ一フプoンし、 7月より使

用され、チピ y子たちに喜ばれていました。今年、
流水プール、スライ夕、、ープールが完成し、連日、

多数のチピッ子でにぎわいをみせています。

57年10月に着工し、 58年 3月に完成した柳沢公

民館は、鉄筋コンクリート造 2階建、450平方fzて¥
総工費 6，300万円で建築されました。
柳沢地区の中心的な社会教育施設としての活用
が期待されています。

A 国営総合農地開発事業
昭和50年度から大洲市と喜多郡
3か町村で実施しています。昭和
57年度事業として、上須戒、一の
瀬、松尾、平野、黒木・里子佐来、

喜多山などで完成しました。写真

は黒木・野佐来です。

A 肱東中学校

新しい校舎は、鉄筋コンクリー

ト造 3階建、1，423平方じで、総工費

1億8，300万円で建築されました。
校舎は、今年 4月より使用されて

おり、近代的校舎での教育効果が

其町寺されています。

企コミュニティ集会所

地域のコミュニティ活動の拠点

としての集会所整備を進めていま
す。 57年度は、土肥、朝日、貫小
屋、米津、黒木、西山、田辺など

の整備を行いました。

写真は朝日集会所。

(事業会計の状況) 住宅貸新付築事資金等業 土地取得造成 交通傷害保障

事業会計名 総収益

工業用水道 601万円

水 道 2億7，765万円

国民宿舎 8，475万円

病 院 10億6，214万円

自昭和57年OJ1日
至昭和58年3月31日

*"f費月j 、li期純利託

442万円 159万円

2億8，729万円 ム 964万円

8，279万円 196万円

10億I、622万円 4，592万円

冠王 礎見r 援量Z
予算現額 I億3，156万円 予算現額 包39万円 予算現額 675万円

収入済額 l億3，114万円 収入済額 839万円 収入済額 700万円

支出済額 l億3，106万円 支出済額 839万円 支出済額 673万円

差引 8万円 差引 。万円 差引 27万円



(8) おお-ず広報I笥い教養を身につける

死
亡
者
の
三
分
の
二
は

成
人
病
が
原
因

健
康
ゃ
つ
く
り
の
三
要
素
は
、
「
栄
養
」

「
運
動
し
「
休
養
し
で
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん
身
近
な

こ
と
な
の
に
、
意
外
と
軽
視
さ
れ
が
ち

な
の
が
「
栄
養
し
で
す
。

最
近
の
死
亡
統
計
を
み
ま
す
と
、
ガ

ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
と
い
っ
た
l
「
成
人
病
」
に
よ
る

死
亡
が
全
体
の
三
分
の
こ
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
「
成
人
病
」
の
増
加

は
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
に
も
関
係
し

て
い
ま
す
が
、
見
逃
せ
な
い
の
が
食
生

活
の
影
響
で
す
。

健康なからだをっくり、

成
人
病
を
引
き
起
こ
す

脂
肪
や
食
塩
の
と
り
過
ぎ

例
え
ば
、
成
人
病
の
う
ち
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
の
血
管
や
心
臓
の
病
気
を

引
き
起
こ
す
も
の
と
し
て
|

①
食
塩
の
と
り
過
ぎ

②
血
液
に
含
ま
れ
る
「
コ
レ
ス
テ
ロ

i

ル
」
の
増
加
、

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
脂
肪
、

特
に
動
物
性
脂
肪
で
す
。

ま
た
、
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、
大
腸
ガ

ン
、
乳
ガ
ン
が
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
、
胃

ガ
ン
は
食
塩
の
と
り
過
ぎ
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
と
い
う
研
究
報
告
も
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

で
は
、
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に

食
生
活
で
注
意
す
る
こ
と
と
し
て
は
、

!
 

~
I
I
 

[

J

 

食生活の見直しから

健康づくりは

ど
ん
な
こ
ど
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

成
人
病
予
防
の
食
生
活

成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
調
理
や

食
事
の
と
き
に
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

V
塩
分
を
控
え
め
に
す
る
。

一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に
。
食
塩
は
血

圧
に
よ
く
な
い
し
、
配
円
臓
な
ど
に
も
負

担
を
か
け
ま
す
。
薄
味
で
ム
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
工
夫
を
。

健
康
は
財
産
で
す
子
一

9
月
カ
ら大
洲
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク

健
康
で
暮
し
て
い
る
時
に
は
、
健
康

の
大
切
さ
を
わ
た
し
た
ち
は
忘
れ
が
ち

で
す
。
健
康
を
失
っ
た
時
、
始
め
て
そ

の
価
値
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、
健
康
は
大
切
な
財
産
の
一

つ
で
す
。

人
も
三
十
年
、
四
十
年
の
長
い
人
生

の
聞
に
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、
腎
臓
病

な
ど
の
成
人
病
や
ガ
ン
が
し
の
び
寄
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
気
も
早
期
発
見
、
治
療
を
行
え
ば
必

ず
し
も
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
九
月
か
ら
毎

週
月
曜
日
に
「
外
来
人
間
ド
ッ
ク
」
を

行
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
受
け
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
力
し
、

明
日
か
ら
の
明
る
い
生
活
を
行
う
た
め

に
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申
し
込
み

V
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
を
避
け
る
。

動
物
性
脂
肪
を
避
け
て
、
あ
h

の
少
な
い
と
り
肉
や
魚
、
卵
、
豆
腐
な

ど
を
使
っ
た
料
理
を
。

V
暴
飲
暴
食
を
避
け
る
。

V
野
菜
、
果
物
、
繊
維
質
の
食
物
を
十

分
に
と
る
。

V
同
じ
も
の
ば
か
り
食
べ
ず
に
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
種
類
の
食
物
を
消
化
し

や
す
い
形
で
と
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
守
つ
く
り
は
、
特
別
な
健
康
法
を

行
う
ま
で
も
な
く
、
一
一
一
度
の
食
事
に
対

す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
十
分
な

成
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
恐
し
い
成
人
病

を
予
防
し
、
健
康
な
毎
日
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
は
、
個
人
と
家
躍
の
幸
せ
の

基
本
で
あ
る
と
同
時
に
医
療
費
の
吐

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

話
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

検
査
日
毎
週
月
曜
日

8
時
却
分

1
ロ
時

検
査
項
目
①
身
体
計
測
(
身
長
、
体

重
、
肥
満
度
)
②
呼
吸
器
系
(
胸
部
X
線

写
真
、
呼
吸
機
能
検
査
、
か
く
た
ん
細

胞
誘
)
③
循
環
器
系
(
血
圧
測
定
、
心

電
凶
)
④
消
化
器
系
(
山
H
X
線
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
梓
機
能
検
査
(
便
潜
血

反
応
、
虫
卵
)
⑤
、
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
血
糖

検
査
否
作
機
能
被
査
(
険
尿
、
尿
素
窒

案
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
)
⑦
一
般
血
液
検

査
(
梅
毒
検
査
、
血
液
型
)
③
眼
科
検

診
(
軍
人
科
@
孔
ガ
ン

Q
別
立
線
(
富

服
、
旺
門

⑪
、
⑫
は
希
望
者

料
金
三
万
円
(
婦
人
科
検
診
は
二
千

円
加
算
)

総
合
判
定
一
週
間
後
の
午
後
、
担
当

医
師
が
検
査
結
果
の
説
明
、
生
活
指
導

療
養
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
婦
人
科
検

診
は
二
週
間
後
に
結
果
が
判
明
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
立
大
洲
病
院
へ
。

B
@
2
1
5
1
 

す
べ
て
予
約
制
で
す
。
電

手
を
つ
な
ご
う
あ
な
た
の
職
場
と
障
害
者

9
月

1
日
i
初
日

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

大
洲
公
共
職
業
安
定
所



戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
給
付
金
を
継
続
支
給

おおず

次
に
該
当
す
る
人
は
、
も
れ
な
く
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

V
前
回
(
昭
和
四
十
八
年
)
の
特
別
給

付
金
(
「
い
号
」
六
十
万
円
)
を
受
給

し
た
戦
没
者
な
ど
の
妻

V
時
効
完
成
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
戦

没
者
な
ど
の
妻

い
ず
れ
か
で
、
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
特

別
給
付
金
(
百
二
十
万
円
、
十
年
償
還
ー

国
債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

広報豊かな家庭と郷土を築く

欝麓饗韓議霊童

誕
生
月

提
出
し
て

く
だ
さ
い

生産に励み、(9) 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
お
よ
び
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生

戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

金V
前
回
(
昭
和
五
十
三
年
)
の
特
別
給

付
(
「
い
口
吉
六
十
万
円
)
を
受
給
し

た
戦
没
者
の
父
母

V
時
効
完
成
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
父

母
い
ず
れ
か
で
、
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
、
か
っ
、
昭
和
五
十
八

年
三
月
一
一
干
一
日
ま
で
の
五
年
間
に
氏

を
同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
特
別
給
付
金
(
六
十
万

月
の
末
日
ま
で
に
必
ず
υ

現
況
届
山
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
現
況
屈
は
、
年
金
を
受
け
て
い

る
人
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ

る
か

E
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続

き
で
す
。
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
主
主

の
支
払
い
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
屈
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の
お

よ
そ
一
か
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
市
役
所
市
民
課
で
証

明
を
う
け
て
、
社
会
保
険
庁
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
民
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5

円
、
五
年
償
還
国
債
)
が
支
給
さ
れ
ま

す。
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

愛
媛
県
老
人
福
祉
課

E
0
8
9
9
(
4
1
)
0
0
0
8
 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

取
扱
い
に
注
意

最
近
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
一

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

は
、
便
利
な
も
の
で
す
が
、
取
り
扱
い

を
誤
れ
ば
大
災
害
を
わ
こ
す
原
因
と
な

り
ま
す
。

各
事
業
所
、
一
丞
娃
に
お
い
て
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
設
備
が

不
完
全
な
も
の
は
、
販
売
屈
と
相
談
し

改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

V
十
キ
ロ
以
上
の
ボ
ン
ベ
は
、
屋
外
の

風
通
し
の
よ
い
、
直
射
日
光
の
あ
た
ら

な
い
場
所
へ
置
く
こ
と
。

V
ボ
ン
ベ
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
転
倒
防

止
の
処
置
を
す
る
こ
と
。

V
ゴ
ム
管
は
と
き
ど
き
点
検
し
、
早
め

に
と
り
か
え
る
こ
と
。

V
火
を
つ
け
る
と
き
は
、
に
お
い
で
ガ

ス
も
れ
の
な
い
こ
と
の
確
認
を
。

V
使
用
中
に
は
、
た
ち
消
え
を
防
ぐ
た

め
煮
こ
ぼ
れ
や
風
に
注
意
を
。

V
万
一
、
ガ
ス
も
れ
の
場
合
は
、
元
せ

ん
を
閉
め
、
窓
を
十
分
に
聞
け
、

し
を
よ
く
し
、
消
防
署
、

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
よ
り

主主主三麗
主主主主韓三
記長三教主
三3主曹三

NO.60 

同
和
対
策
審
議
会
答
申

昭
和
四
十
年
八
月
、
同
和
対
策
審
議

会
は
、
諮
問
を
受
け
て
い
た
「
同
和
地
区

に
関
す
る
社
会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」
に

つ
い
て
、
時
の
内
閣
総
理
大
臣
佐
藤
栄

作
に
対
し
、
審
査
の
結
果
を
答
申
し
ま

し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、
同
和
問
題
解
決
の

基
本
理
念
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

ま
す
。部
落
差
別
は
、
極
め
て
封
建
的
な
身

分
差
別
で
、
現
在
で
も
社
会
生
活
の
中

で
、
潜
在
的
ま
た
は
顕
在
的
に
存
在
し
、

多
種
多
様
な
形
で
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

心
理
的
差
別

人
々
の
観
念
や
意
識
の
う
ち
に
潜
在

一空一
あ
け
ぼ
の
大
洲

同
対
審
答
申
と

同
対
特
措
法 2 
(
上
)

す
る
差
別
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
言
葉
や

文
字
や
行
為
を
通
し
て
現
れ
ま
す
。

(
例
)
・
蔑
称
語
を
使
っ
て
対
象
地
域

の
人
々
を
侮
蔑
(
ぶ
べ
つ
)
す
る
。

-
偏
見
や
嫌
悪
の
感
情
に
よ
っ
て
交
際

を
拒
み
、
結
婚
を
破
棄
し
た
り
す
る
。

実
態
的
差
別

対
象
地
域
住
民
の
生
活
実
態
に
具
体

的
に
現
わ
れ
る
差
別
で
す
。

(
例
〉
・
就
職
、
教
育
の
機
会
均
等
な

ど
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
、

・
一
般
行
政
諸
施
策
か
ら
対
象
地
域
は

疎
外
さ
れ
て
き
た
。

差
別
の
結
果
生
じ
た
生
活
の
実
態
と

し
て
、
ま
た
、
対
象
地
域
の
特
徴
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
現
象
と
し
て
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

-
劣
悪
な
生
活
環
境

-
不
安
定
な
就
労
状
況

・
~
口
同
い
率
の
生
活
保
護
世
帯

・
低
い
教
育
文
化
水
準

こ
の
心
理
的
ぃ
石
川
と
実
態
的
差
別
と

は
、
相
丘
に
凶
川
本
関
係
を
保
ち
、
か
か

わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
心
理
的

差
別
が
原
凶
と
な
っ
て
実
態
的
差
別
を

つ
く
り
、
日
比
面
で
は
、
実
態
的
差
別
が

阿
山
内
と
会
っ
て
心
理
的
差
別
を
助
長
す

る
と
い
う
川
(
合
で
す
。

こ
の
刈
仔
の
必
循
環
会
断
ち
切
る
こ

と
が
、
同
和
問
題
解
決
の
基
本
理
念
な

の
で
す
。



観
光
大
洲
・
夏
最
大
の
行
事
内
水
郷

大
洲
川
ま
つ
り
H

が
八
月
三
日
、
四
日

盛
大
に
行
わ
れ
、
多
数
の
見
物
客
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

三
日
午
後
二
時
か
ら
、
市
民
会
館
大

ホ
!
ル
で
、
二
年
ぶ
り
に
H

第
四
回
ミ

ス
大
洲
川
ま
つ
り
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
山

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
百
人
あ
ま
り
の

観
客
の
見
守
る
中
、
三
十
人
の
大
洲
美

人
が
洋
服
姿
、
浴
ぷ
姿
で
審
査
を
受
け

美
を
競
い
ま
し
た
。

一
次
、
-
一
次
の
採
点
の
結
果
、
五
人

が
最
終
審
査
に
残
り
、
ミ
ス
大
洲
に
柏

木
の
滝
野
真
美
さ
ん
(

F

一
十
一
二
歳
)
が

選

ば

れ

ま

し

た

。

秋

の

交

通

安

全

運

動

は

9
月
幻
日
か

こ
の
後
、
ミ
ス
大
洲
、
準
ミ
ス
、
ミ
ら
初
日
に
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

る

ス

と

み

す

の

五

人

は

い

巾

中

パ

レ

ー

ド

を

こ

の

期

間

の

9
月
初
日
に
H

特
別
交

め

-

」

行

い

ま

し

た

。

通

事

故

相

談

H

を
実
施
し
ま
す
。
弁
護

也

一

川

け

川

ま

つ

り

の

女

王

(

敬

称

略

)

士

の

先

生

に

よ

る

、

よ

り

細

か

い

相

談

三

羽

ミ

ス

大

洲

ぃ

罫

主

(

柚

木

三

)

が

で

き

ま

す

の

で

、

ご

希

望

の

人

は

相

ハ一

4
J

準
ミ
ス
柳
出
芳
江
(
出
処
・
幻
)
談
し
て
く
だ
さ
い
。

L

v

-

-

-

く

一

ス

ク

律

令

子

(

宮

・

お

)

特

別

交

通

事

故

相

談

コ

一

と

み

す

賞

消

中

小

さ

ゆ

り

(

大

洲

・

日

)

日

時

9
月
初
日
目
土
寸
1
5
寺

昨

一

ミ

ク

藤

田

博

子

(

常

磐

町

山

)

場

所

市

役

所

(

市

民

会

館

)

者一

F
f
l
j
z
r
s
t
f
s』
t正
s
t手
i
J
f
J
7
f
J
1
f
F
4
v
v
f
F
f
f
F
f
f
V
4
4
1
f
f
t
F
K
1
1
F
f
f
fよ
T
i
-
-
t
f
f
fよ
}
E
F
1
3
r
u
f
f
f
;
f
L
f
F
9主
;
で
手

光

一

種

主

主

主

街

と

い

う

こ

と

で

す

。

む

っ

と

り

と

し

説一

w
f
f
ι
7お
は

な

は

ん

の

イ

メ

ー

ジ

で

す

ね

会

凶

気

が

好

き

で

す

o

{
一
一
げ
二
づ
も
?
軍
需
づ

2

か
一
一
よ
?
鰐
附
附
融
制
二
時
口

V
N国
な
の
で
、
温
か
い
か
と
思
い
ま

生

一

雪

量

弓

N

中

町

三

し

た

が

、

冬

の

す

は

子

相

心

外

で

す

ね

。

浩一
V
秋
田
県
の
象
潟
(
き
さ
か
た
)
町
の

V
商
白
街
に
抗
車
場
が
な
い
の
に
、
少

珍

一

出

身

で

す

。

山

形

県

境

に

近

い

町

で

、

し

不

便

を

感

じ

ま

す

ね

。

犬
山
一
芭
蕪
の
奥
の
細
道
で
印
象
潟
や
雨
に
西

V
主
人
も
わ
た
し
も
、
川
(
〉
ニ
と
が
り

庄
一
施
が
ね
む
の
花
H

と

詠

ま

れ

て

い

ま

す

。

き

会

の

で

、

一

-

人

千

-

祁

に

川

(

〉

の

が

V
昔

は

、

松

島

と

並

ぶ

景

勝

地

で

し

た

楽

し

み

で

ナ

。

が
、
江
戸
時
代
の
地
震
で
風
景
が
変
っ

V
、
ピ
人
は
協
力
的
で
、
山
中
し
分
ム
り
ま

て

し

ま

い

ま

し

た

が

、

思

影

は

残

し

て

せ

ん

が

、

品

し

ん

H
7
叫
山
が
も
〉
少
し

い

ま

す

。

は

し

い

で

す

ね

。

。。おおず広報

柚木の滝野真美さん

秋分の日
9月23日

中
川
稲
子
さ
ん
(
部
歳
)

V
主
人
(
義
博
さ
ん
)
と
は
、
神
奈
川

県
の
会
社
で
知
り
あ
い
、
昭
和
五
十
-
九

年
に
大
洲
で
結
婚
し
ま
し
た
。

vr下
位
山
は
長
男
雄
一
(
一
歳
)
の
ひ
と

り
で
す
が
、
後
ム
一
人
、
で
き
れ
ば
女
の

子
が
欲
し
い
で
す
ね
む

V
大
洲
の
第
一
印
象
は
、
お
は
な
は
ん

の
唄
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
、
静
か
な

川
ま
つ
り
最
大
の
行
事
、
花
火
大
会

は
二
百
に
肱
北
河
原
、
四
日
に
肱
南
河

原
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後

八
時
よ
り
、
夜
空
に
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
大
輪
の
花
が
次
々
咲
き
始
め
る

と
両
岸
を
埋
め
た
見
物
客
ゃ
う
飼
い
の

遊
覧
舟
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た。

秋
の
受
通
安
全
週
間
中
の

9
月
初
日
に

受
通
事
故
相
談

む

長
男
の
雄
一
く
ん

新
刊
図
書
案
内

図
書
館
年
鑑
お
日
本
図
書
館
協
会

お
経
シ
リ
ー
ズ
六
巻
講
談
社

比

例

代

表

制

佐

伯

増

夫

著

島

に

生

き

る

西

平

重

喜

著

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
岩
波
書
底
編

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
マ
、
不
l
ジ
ャ

i

T
・
デ
ィ

I
ル
他
著

仲
間
守
つ
く
り
近
所
ゃ
つ
き
合
い
藤
原
房
子
著

主
夫
と
生
活

M
・
マ
グ
レ
デ
ィ
著

同
和
問
題
と
同
和
対
策
磯
村
英
一
著

私
の
子
ど
も
文
化
論
か
こ
さ
と
し
著

神

と

仏

宮

田

登

著

洋

裁

基

礎

製

図

三

倍

社

お

い

し

い

麺

世

界

文

化

社

日

本

農

書

全

集

弘

農

文

協

私
の
シ
ネ
マ
ラ
イ
フ
高
野
悦
子
著

こ

け

し

事

典

岩

崎

美

術

社

野

外

活

動

兼

松

保

一

著

運
動
会
を
楽
し
く
北
島
裕
子
他
著

楽

し

い

登

山

船

井

総

一

著

意
識
革
命
の
す
す
め
広
岡
達
朗
著

白

百

合

の

崖

津

村

節

子

著

小
説
・
東
京
裁
判
豊
田
穣
著

福

沢

諭

吉

小

島

直

記

著

女

優

上

・

下

渡

辺

淳

一

著

水

な

き

雲

三

浦

綾

子

著

紅

い

陽

炎

夏

樹

静

子

著

虚

懐

藤

枝

静

男

著

宴

は

終

り

ぬ

西

村

寿

行

著

愛
と
祈
り
を
瀬
戸
内
寂
聴
著

影
の
獄
に
て

V
-
D
・
ポ
ス
ト
著

族
長
の
秋

G
・
マ
ル
ケ
ス
著

図

書

館



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつく石

v青少年の健全育成をめざして
7月 6日、中央公民館においてミ大洲市青少年

健全育成大会とは関係者 200人が参加して聞かれ

ました。

青少年の健全育成のために意見発表、討議など

を通して、参加者全員で考え、青少年の健全育成

を誓いました。

)
 
-
付
け
い

企市民みんなで郷土美化
7月17日、市内各地で、早朝よ

りと郷土美化運動ミが一斉に行わ

れました。今回で10回を迎え、肱

川流域市町村との同時の美化運動

に、たくさんの市民のみなさんが

参加し、大洲の街はきれいになり

ました。

M
M
趨、

vきれいな肱川にするために
肱川をきれいにする協議会
7月 9日、中央公民館で¥肱川流域の12市町村

で結成されていると肱川をきれいにする協議会ご

は関係者70人が出席して聞かれました。この会で

7月17日に流域で肱川の一斉清掃をすることを決

め、肱川の美化を誓いました。

難畿、 4 

......勤労青少年ホーム 10周年
7月16日、働く若者のお城ご勤労青少年ホームミ

が10周年を迎え盛大に記念行事を行いました。

開会式に続いて、もちつき大会が行われました。

お茶席、クラブ発表などが行われ、終日にぎ、わい

をみせました。

〈雪421〕1長公市t、いn 長室公市 対l験tj地は巨、験栴受資 他のそ 送培合の{よ 付期間受 22iiii主義
線内24市 へお寄」覧付l 9 9 馬試を会で '昌‘ 

間をの 月月 女看護去最 女男 は V庁ノ、
館会 いご大「験正式 14 5 次和昭 士川三2、。 合わ 覧 日 日日

若チ 孝構護婦7 約! のとE J=I目『
い 耳か全市哉電卜!な ?う印肖〉 1 3階せたど 14 人人人 お十試

2~ くだ詐 日 り J¥。 だく しま 実年験
4 さか採く で郵 施度

ノ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
引
日
;
羽
田

7月末までの

大洲市内の交通事故

長月主 昨[日] 其年月

件数 7 9 6 5 

負傷者 9 6 8 8 

死者 2 2 



相談ごと案内
いず、れも無料ですので、

軽にご利用くだ、さい。

砂交通事故相談

と き 9月 8日 10日寺-15日寺
9月20日ク

ところ 市役所(市民会館)

砂人権相談

と き 9月20日主3B寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 9月 1日

9月12日

9月26日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 9月19日 10日寺-15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。 E④3794(玉木)

砂社会保険相談

とき 9月20日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

惨医師による健康相談

と き毎月第 2 ・4木曜日

13時-14日寺

ところ 大洲市保健センタ一

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲宮

④6100) 大洲福祉会

館(新谷E⑤0947)

住民福祉に関し、生活

上の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

(12) 

乳
幼
児

健

診

おおず

実

施

日

露

当

者

9
月
6
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生
※

9
月
8
日
(
木
)
昭
和
町
年
2
月
生

9
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
1
月
生
※

9
月
却
日
(
火
)
昭
和
町
年
目
月
生
※

9
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
叩
分
i
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

広報せお知ら

成
人
病
の
予
防
検
診

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予

防
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

9
月
1
日
(
木
)

9
月
2
日
(
金
)

せ

菅
日
連
絡
所

Jっしせ

お気

わトコわ知

J
P
Hメ
ト
弘
、
ご

4
Fたす
S
必
晶
F
J
d
j
文

凶
P

1

判
ロ
巴
k

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

9
月
9
日
妊
娠
中
の
保
健

9
月
白
日
妊
娠
中
の
栄
養
と
歯

日
月
比
日
お
産
の
準
備
と
経
過

叩
月
刊
止
臼
乳
児
の
保
健
、
休
浴
実
習

日
月
日
日
産
後
の
保
健
、
家
族
計
画

学母

級親
13時一16時
。

時
間
と
料
金
日
時
1
日
時
五
百
円

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

歯

科

相

談

9
月

4
日

9
月
日
日

9
月
日
日

9
月
四
日

9
月
お
日

9
月
お
日

大
洲
保
健
所
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に

「
歯
科
相
談
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
乳
幼
児
は
、
第
四
水
曜
日

に
来
て
い
た
だ
き
(
予
約
制
)
、
二
固
め

か
ら
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
、
第
二
第

二
水
曜
日
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
第
三
水
曜
日
は
、
大
人
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
歯
槽
膿
漏
、

歯
肉
炎
で
お
困
り
の
人
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
簡
易
な
歯
石
除
去
な
ど
も
行
い

ま
す
。歯
科
相
談
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
前

も
っ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所
宮
④
3
1
6
5

八
月
の
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歯
科
相
談
日

9
月
幻
日
(
水
)

9
月
お
日
(
水
)

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

成
人
病
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

rvす
す

お

く

り

も

の

布

、

金

一

封

大

洲

大

野

政

則

金

一

封

大

洲

沖

本

恒

一

金

一

封

東

宇

山

柳

野

秀

一

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
収
益
金
)
松
山
市
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
)

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
!
の
収

益
金
)
中
村
(
株
)
フ
ジ
大
洲
底

(
代
)
樋
田
学

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

兼

口

成

喜

ま
ご
こ
ろ
の

2子三，
~、、一
日内

i
 

-
問
団

l
I
d
a
-
E

・E・--一

'

畠

・

圃

戸

'

・

川

q

i
 -
叫
則
。
国

らる 悪経足食休日の漏水修理(82Fり
節yを']'( わか大
けと がはff: 

月 日 当番業者 合 、で、言

心はつ主肱
9月4日 蔵田水道底 4 -5968 があて?川
9月11日 清水水道商会 4 -6232 

Lすり 、';-!J壬

節
9月15日 滝田水道庄 5 -0901 しせは る

水ょん無 た
9月18日 土居鉄工所 4 -4519 う。尽め を
9月23日 中里子管工事工業 4 -3792 。日蔵せ ノ

9月25日 南予水道住設 4 -4577 
七か頁にあ ん。 y不']'( 

後

記

高
齢
化
社
会
は
か
け
足
で
や
っ
て
き

て
い
ま
す
。
老
人
人
口
は
、
今
後
、
ま

す
ま
す
増
加
し
て
い
ま
す
。

老
人
問
題
は
、

A
7
現
在
、
若
い
か
ら

と
言
っ
て
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

我
々
一
人
ひ
と
り
も
や
が
て
老
い
て
い

く
の
で
す
か
ら
。
老
人
に
ベ
タ
ベ
タ
す

る
の
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
少
し
の
気
付

い
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。
(
や
)
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